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町住民生活課　志096-234-1111(内線108)

興
 平
成
　
年
度
国
民
健
康
保
険

22

　
 被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す

●
被
保
険
者
証
の
切
り
替
え
を
 

　
お
忘
れ
な
く

　
現
在
交
付
し
て
い
ま
す
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
（
被
保
険
者
証
）
の
有

効
期
限
は
、
３
月
　
日
（
水
）
ま
で
と

31

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
下
記
の
日
程
で
、
平
成
　22

年
度
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
世
帯
主

は
、
指
定
さ
れ
た
日
時
お
よ
び
場
所
に
、

現
在
使
用
中
の
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

に
な
り
、
必
ず
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

※
当
日
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
家
族

以
外
の
代
理
人
に
被
保
険
者
証
の
受

け
取
り
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

※
交
付
日
程
の
時
間
に
、
指
定
の
場
所

に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

後
日
、
町
住
民
生
活
課
窓
口
で
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
　
年
度
か
ら
被
保
険
者
証
 

22

　
が
カ
ー
ド
方
式
に
な
り
ま
す

　
平
成
　
年
度
か
ら
、
世
帯
単
位
の
被

22

保
険
証
か
ら
個
人
単
位
で
ご
利
用
い
た

だ
け
る
カ
ー
ド
式
の
被
保
険
証
に
変
わ

り
ま
す
。

喰 National Health Insurance

民健康保険国

■平成22年度国民健康保険被保険者証の交付日程

場所行政区名時間月日場所行政区名時間月日

船津公民館船津区９:00～９:20

３
月
　
日
（
木
）

25

本坂谷公民館本坂谷区９:25～９:40

３
月
　
日
（
火
）

23

麻生原公民館麻生原区９:30～９:50谷内公民館谷内区･堂ノ原区･鹿里区９:50～10:05

世持公民館世持区10:00～10:20広瀬公民館広瀬区10:15～10:30

南三箇公民館南三箇区10:30～10:50西原集会所西原区･井戸江区（柳瀬のみ）10:40～10:55

中山公民館中山区11:00～11:20小鹿集会所小鹿区11:05～11:20

津志田公民館津志田区11:30～11:50宮内集会所上揚区･安平区･井戸江区11:30～11:50

上田口公民館上田口区13:30～13:50上豊内公民館上豊内区13:30～13:50

下田口公民館下田口区14:00～14:20下豊内公民館下豊内区14:00～14:20

田原公民館田原区14:30～14:50東寒野公民館東寒野区14:30～14:50

府領公民館府領区15:00～15:20西寒野公民館西寒野区15:00～15:20

和田内公民館和田内区15:30～15:50町総合保健福祉センター岩下一区・二区15:30～15:50

辺場公民館辺場区９:30～９:50

３
月
　
日
（
金
）

26

町トレーニングセンター中横田区（内田･庄分･立神）９:00～９:20

３
月
　
日
（
水
）

24

糸田公民館糸田区10:00～10:20下横田公民館下横田区９:30～９:50

北早川公民館北早川区10:30～10:50浅井公民館浅井区10:00～10:20

早川公民館早川区11:00～11:20中尾公民館中横田区（目野･宮ノ尾･中尾）10:30～10:50

中早川集会所中早川区11:30～11:50有安公民館有安区11:00～11:20

吉田公民館吉田区13:30～13:50横田公民館横田区11:30～11:50

芝原公民館芝原区14:00～14:20上早川公民館上早川一区・二区13:30～13:50

山出公民館古閑区･八丁区･山出区14:30～14:50上早川公民館上早川三区・四区14:00～14:20

六谷公民館上早川五区15:30～15:50大町公民館大町区14:30～14:50

町総合保健福祉センター仁田子区・緑町区15:00～15:30
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興
 戸
別
所
得
補
償
制
度
モ
デ
ル

　
 対
策
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
農
林
水
産
省
で
は
、
自
給
率
向
上
の

た
め
に
麦
や
大
豆
、
米
粉
用
米
な
ど
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
い
助
成
体
系
の
下

で
生
産
拡
大
を
促
す
対
策
と
、
水
田
農

業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
に
恒
常
的

に
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
米
に
対
し
て
補

て
ん
す
る
対
策
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

●
自
給
率
向
上
事
業
（
水
田
利
活

　
用
自
給
力
向
上
事
業
）

　
交
付
対
象
者
は
、
交
付
対
象
作
物
を

生
産
す
る
農
業
者
・
集
落
営
農
組
織
で
、

米
の
生
産
数
量
目
標
の
達
成
に
関
わ
ら

ず
助
成
し
ま
す
が
、
調
整
水
田
な
ど
の

不
作
付
地
は
助
成
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

(

◎
交
付
単
価
 　
㌃
当
た
り)

 

10

・
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

　
３
５
，
０
０
０
円

・
新
規
需
要
米
（
米
粉
用
・
飼
料
用
・

　
飼
料
稲
）

　
８
０
，
０
０
０
円

・
そ
ば
、
な
た
ね
、
加
工
用
米

　
２
０
，
０
０
０
円

・
そ
の
ほ
か
の
作
物

　
１
０
，
０
０
０
円
程
度

・
二
毛
作
助
成

　
１
５
，
０
０
０
円

※
捨
て
作
り
に
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
米
の
モ
デ
ル
事
業
（
米
戸
別
所

　
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
）

　
交
付
対
象
者
は
、「
生
産
数
量
目
標

の
範
囲
内
」
で
主
食
用
米
を
生
産
し
た

販
売
農
家
・
集
落
営
農
の
う
ち
、
水
稲

共
済
へ
の
加
入
者
ま
た
は
平
成
　
年
度

21

で
の
出
荷
・
販
売
実
績
が
あ
る
人
で
、

交
付
対
象
面
積
は
、
主
食
用
米
の
作
付

面
積
か
ら
、
自
家
用
米
分
と
し
て
一
律

　
㌃
を
差
し
引
い
た
面
積
に
な
り
ま
す
。

10◎
交
付
単
価
（
　
㌃
当
た
り
）

10

・
定
額
部
分

　
１
５
，
０
０
０
円
（
当
年
産
米
の
販

　
売
価
格
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
交
付
）

・
変
動
部
分

　
平
成
　
年
産
米
の
販
売
価
格
が
、
過

22

去
３
年
間
の
平
均
販
売
価
格
を
下

回
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
差
額

を
基
に
算
定
し
交
付
。

●
加
入
申
し
込
み
と
支
払
い
に
つ
い
て

　
交
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
加
入

申
請
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。
交

付
金
は
、
国
か
ら
農
業
者
が
指
定
し
た

口
座
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

　
加
入
申
し
込
み
は
４
月
か
ら
６
月
ま

で
で
、
交
付
金
は
　
月
か
ら
翌
年
３
月

12

ま
で
の
間
に
支
払
い
ま
す
。

町産業振興課　志096-234-1111(内線155)町教育委員会社会教育課　志096-234-2447

興
 こ
こ
ろ
豊
か
に
共
に
生
き
る
Ⅱ

　
  シ
リ
ー
ズ
⑨

●
人
間
に
は
一
人
ひ
と
り
役
割
が

　
あ
り
ま
す

　
鳥
取
大
学
医
学
部
教
授
　
藤
井
輝
明

　
人
間
は
一
人
ひ
と
り
違
っ
た
顔
の
表

情
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
た
ま

た
ま
顔
に
病
気
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
下
を
向
い
て
歩
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
る
い
は
引
け
め
意

識
を
持
っ
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
は
、
非
常
に
お
か
し

な
話
で
す
。
私
は
顔
に
血
管
腫
と
い
う

病
気
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
た
ま
た

ま
そ
う
い
う
障
が
い
を
持
っ
て
生
ま
れ

て
き
た
、
そ
れ
も
一
つ
の
個
性
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、「
熊
本
県
容
貌
障

害
者
家
族
会
」
と
い
う
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
こ
の
会
は
顔
に
あ
ざ
・
疾
患

を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

「
人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
顔
を
持
っ

て
い
る
。
た
ま
た
ま
疾
患
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
哀
れ
み
を
受
け
た
り
、
否

定
的
な
目
で
見
ら
れ
る
の
は
お
か
し
い

で
は
な
い
か
。
私
た
ち
は
こ
の
顔
を
誇

り
に
思
っ
て
、
堂
々
と
生
き
て
い
こ
う

で
は
な
い
か
」。
こ
う
い
う
前
向
き
な

意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。
こ
の
会
に
は
、

遺
伝
疾
患
、
外
傷
、
や
け
ど
、
交
通
事

故
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
に
よ
っ
て
裂
傷

を
負
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
顔
に
傷
の
あ
る
人
と
接
し
た
時
に
、

安
易
な
慰
め
や
励
ま
し
は
禁
物
で
す
。

ま
ず
、
当
事
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て
ほ

し
い
。
決
し
て
わ
か
っ
た
よ
う
な
こ
と

を
言
う
必
要
は
な
い
の
で
す
。
人
間
は

生
き
て
い
る
限
り
、
必
ず
、
社
会
な
り

自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
多
く
の
人
た

ち
の
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

人
は
生
き
て
い
る
限
り
価
値
が
あ
り
ま

す
。
当
事
者
が
近
く
に
お
ら
れ
る
場
合

は
、
ぜ
ひ
、
そ
の
人
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、「
あ
な
た
の
こ
と
を
大
事
に
思
っ

て
く
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」

と
対
話
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
人
間
に
は
、
必
ず
「
自
尊
感
情
」

（
自
分
を
尊
ぶ
感
情
）
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
顔
に
障
が
い
や
ハ
ン
デ
ィ

を
受
け
て
落
ち
込
ん
で
い
る
中
で
も
、

「
あ
な
た
の
こ
と
を
大
事
に
思
っ
て
く

れ
て
い
る
人
が
必
ず
い
る
の
だ
か
ら
、

あ
な
た
自
身
、
自
分
の
い
い
と
こ
ろ
を

も
う
一
回
見
つ
め
直
し
て
、
前
向
き
に

生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。
そ
う
い
う

こ
と
を
、
ご
く
自
然
な
会
話
の
中
で
、

肩
ひ
じ
張
ら
ず
、
さ
り
げ
な
く
言
え
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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